






ーす面町新年度予算のあらまし

0単位 万円

。（ ）内は 、

町民 人当
たり 円

地方交付税

15 i窓4,000

(140,000) 

49.2% 
1億1,283 (10,257) 3.6% 

｛一般会計当初予算の推移］

（万円）
前年比伸び率（%）

町 固定資産税 2{14 ,558万円 50.7% 

税 町 民 干見 I億7,064万円 35.2% 

内
たばこ消費税 3,850万円 7.9% 

訳 .;; 、－ の 他 2,996万円 6.2% 

（年度）62 61 60 59 58 

一

般
会
計
予
算
の
編
成
方
針

昭
和
六
十
二

年
度
の
予
算
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は、

施
政
方

針
の
中
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

と
お
り、

国
の
予
算
編
成
方
針

に
準
拠
す
る
と
と
も
に、

経
済

の
動
向
を
充
分
に
見
極
め、

公

共
事
業
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

を
は
じ
め、

継
続
事
業
の
推
進、

さ
ら
に
は

単
独
事
業
を
意
欲
的

に
計
上
し、

町
民
各
位
の
要
望

に
応
え
る
べ

く、

最
大
限
の
予

算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら、

財
政
事
情

は
誠
に
厳
し
く、

国
の
予
算
編

成
の
内
容
を
見
ま
す
と、

一

般

会
計
規
模
は、

六
十
一

年
度
に

比
べ
、

0・
0
二
%
の
増
と、
ほ

ぽ
伸
び
率
ゼ
ロ
に

圧
縮
さ
れ、

昭
和
＝一
十
年
度
以
来、

三
十
二

年
ぶ
り
の
超
緊
縮
予
算
案
と
な

っ
て
お
り
ま
す。

一

方、

地
方
財
政
に
つ
い
て

は、

六
十
二

年
度
の
地
方
財
源

不
足
額
は、

二
兆
三
千
七
百
五

十
億
円
と
な
る
予
定
で
あ
り、

国
庫
補
助
率
の
削
減
や
税
収
の

落
ち
込
み
な
ど
が、

そ
の
主
な

原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す。

こ

れ
ら
の
財
源
不
足
額
の
補
て
ん

策
と
し
て、

建
設
地
方
債
の
増

発、

地
方
交
付
税
の
特
例
増
額

な
ど
に
よ
り、

完
全
補
て
ん
措

置
を
基
本
と
し
た、

地
方
財
政

計
画
を
自
治
省
は
明
ら
か
に
し

て
お
り
ま
す。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

朝
日
町
の
財
政
状
況
は、

町
税

や
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源

の
伸
び
が
期
待
で
き
ず、

人
件

費
な
ど
義
務
的
経
費
の
増
高
に

よ
り、

町
財
政
の
硬
直
化
が
一

段
と
進
み、

厳
し
い
財
政
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
ま

し
て、

義
務
的
経
費
を
厳
し
く

抑
制
し、

物
件
費
を
中
心
に
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
と
い
た
し
ま
し

た
。

五
十
七
年
度
よ
り
毎
年
減

額
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が、

累
計
に
し
て
三
O
%
の
節
減
達

成
で
あ
り
ま
す。

投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て

は、

町
の
総
合
開
発
基
本
計
画

に
添
い
、

公
共
事
業
及
び
継
続

事
業
を
優
先
的
に
採
り
上
げ
る

と
と
も
に、

新
規
事
業
に
つ
い

て
は、

事
業
の
緊
急
度
等
を
考

慮
し
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て

は、

二
年
目
の
白
倉
地
区
家
族
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烹よか忠雰上つで
。 ぃ初し舌ウれ組挑行のい 、

シた多謝年町長
客らい族場て楽ゲ日め弓てそサペ合戦なスた当｜ 。

彩しも嘗れの来まででヲ1 レ
γ て つキ のしわキ三日ズ なてシ向

ァらアぜすごとン与で み汁つ人たれl百
、

ン 催 、 l蚕三人れ 」 ひね ＂
'U デです をのきた後た客人スも しもズス月がたと来 。 のにもまが うごたち 、 もらほキ終 がちン キ二

語と た来スは家し 、
っちてかスちはど｜わ 行つ中l十

広報あさひ（〆ダ）

1万九千人の御利用
に感謝します

ースキー場管理者から一

取
Ir 

L. 
〆〉

＼ 
、』
'\ \_ r-,\ I （ソIJ競争）

っ
て
く

れ
ま
し
た。

か
た
わ
ら
の
広

場
で
は 、

雪

の
中
に
か

く
さ
れ
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト

や
キ

ャ
ン
デ
ー

な
ど
を

探
す、

幼
児
を
対
象
と

し
た
雪

上
宝
探

し
も
行
な

わ
れ、

た
く

さ
ん
の
お
菓

子
を
見
つ
け 、

腕

に
抱
え
な
が

ら
お

か
あ
さ
ん
の

と
こ

ろ
へ
帰
っ

て
く
る 、

元
気

な
子
供

た
ち
の
歓
声
で

い
っ
ぱ

午
後
か
ら
は、
ロ
ッ
ジ「

し
ら

く
ら」
前
を

ス
タ
ー
ト
と

し
て、

八
百

メ
ー
ト

ル
の
ゲ

レ
ン
デ
を

一
気
に
す
べ
り
降

り
る 、

小
学

生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と

し

た
ソ
リ

競
争
が
行
な

わ
れ、

雪

の
ギ
ャ
ッ
プ
（
こ
ぶ）

に
は

ね

上
が

り
な
が

ら、

懸
命
に
ソ
リ

を
操
作

す
る
参
加
者

に、

家
族

ら
の
声
援
と
拍
手
が
送

ら
れ
て

い
ま
し
た。

今
シ

ー
ズ
ン
は
暖
冬

の
影
響

で 、

ス
キ

l
場
オ
ー

プ
ン

の
時

期
は、

積
雪

の
少
な

い
状
態
が

続
き、

利
用
者
や

ス
キ

1
場
関

係
者
を
や

き
も
き
さ
せ

ま
し
た

が、
一

月
に
入
っ

て
降

り
続

い

た
雪
で 、

ゲ
レ
ン
デ
コ

ン
デ

シ
ヨ
ン

も
良
好

と
な

り、

町
内

外 、

合
わ
せ

て、

延
べ
一
万
九

千
人
の
利

用
者
数

と
な

り
ま
し

た。
多

く
の
皆

さ
ん
の
御

利
用
と

御
愛
顧
に
感
謝

し
ま
す
と
と
も

に、
一
層 、

施
設
・

サ
ー
ビ

ス

の
充
実

に
努

め
て
い
き
ま
す
の

で 、

来
シ

ー
ズ
ン
も
ぜ
ひ

多
く

の
か
た
の
御
利

用
を、

よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す。

な
お 、

今
シ

ー
ズ
ン
の

リ
フ

ト
の
運
行
は 、

大
き
な
事
故

も

な
く 、

四
月
五
日
（
日）

で
終

了
し
ま
し
た。

｛白倉スキー場の推定利用者紋と積雪の状況］

年／月 前年12 1 2 3 4 き十

（

＇用書
類人

＇＂
）

62 。 7,941 8 542 2 826 88 19 397 

61 1. 649 8,613 7,261 2,846 166 20,535 

積 。 75 165 95 60年 19 264 
62 ー・......・4’ーー・・・・・・・・・E，ーー．．．・－－－－－－－

E三Bヨ 。 50 115 40 59年 18 334 
量 50 210 245 165 58年 17,012 

Can) 
61 －．． 『， d』 守 －－ － － · ..・－－·・－－－－－・

25 160 185 100 57年 12 266 

＊積雪量は月末日の観測数値で、上段はリフト降り場付近
下段はリフト乗り場伺近



完事を告げる

宮宿のひな市

恒例になった宮宿のひタ市が3月

23日、 今年も本m・福i 'r"'f・ わきの街

道で聞かれました。

この市は宮宿商店街の前性化を図

るため、 20年ほど前から町内の卒業

式の時期に合わせ聞かれているもの

で、 始まったころはおひ仏・ さまも飾

られていましたが、 最近ではその姿

も見られなくなり、 代わってきれい

な鉢植え花のおひなさまが路上に並

び、 おおぜいのお客さんの目を引い

ていました。

春を告げる花ものに人気が集中

白
い
羽
根
を
追
う

町
民
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
愛
好
者
を

広
げ
よ
う
と 、

恒
例
の
町
民
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
三
月
二
十

二
日（
日） 、

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

で
聞
か
れ
ま
し
た。

八
チ
l

ム
約
五
十
人
が
参
加

し
た
会
場
で
は、

二
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
た
リ
ー

グ
戦

に 、

必
死
に
白
い
羽
根
を
追
う

熱
戦
が
く
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た。

各 ，
フ
ロ
ッ
ク

の
優
勝
チ
l

ム

は、

次
の
と
お
り
で
す。

マ
A

ブ
ロ
ッ
ク

上
郷
チ
l

ム

（
監
督

村
山

幹
男）

V
B
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
署
チ
l

ム

（
監
督

五
十
嵐
澄
雄）

⑮

水
本
骨
常
盤
A
が
優
勝

地
区
子
ど
も
会
卓
球
大
会

V
西
部
大
会

①
常
盤
A

②
大

舟
木
今
平

③
西
船
渡
高
田

春
休
み
の
中、

ス
ポ
ー

ツ
を

通
し
て
子
ど
も
会
の
ま
と
ま

り

と
健
全
育
成
を
め
ざ
そ
う
と
三

月
二
十
二
日 、

中
部 、

西
部
各

地
区
の
子
ど
も
会
卓
球
大
会
が

聞
か
れ
ま
し
た。

中
部
地
区
十
八
チ
ー

ム 、

西

部
地
区
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し

た
町
民
体
育
館
と

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

の
各
会
場
で
は、

白
球

を
追
う
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
ひ
び
き
わ
た
っ
て
い
ま
し

た。

試
合
結
果
は
次
の
と

お
り o

v
中
部
大
会

①
水
本

②
助
／

巻
雪
谷

③
和
合

③
本
町
A

中部地区大会の試合風景
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良 助さん
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木鈴

れ
、

間
県

健
司
練
就
上
不
自
訓
〉

白
水

」

M
5
一一一

恨一山

鯨
J

宮
コ
四

五札
一一
拝
見

以

一

町
夜
部
、

隅判
長
療
胃
タ
手
ち
懸
吾己
トト

凱
ま

f
栄
（山［子
し
o

庁
課
合
務
ン
＼
だ
め
施
フ
胃 、
り

J

、一枚
法
業
る
県
課
総
事
セ
り
供
求
る
ル
コ
な

フ
年
高
学
卒
なで
務

立
一
一
肖
あ
子
を
い
ゴ

λ
c

口
8一
東
大
を
と
ま
薬
問問
タ
療
に
な
道
て

l
ラ

フ
和
形
宍
〉
員月
塁
ら
ン

〈
市
由
の
レ
昧
虻
イ

＊

昭
山
中
部
職
3
部
ガ
セ
任
山
目
立
練
趣
向
ミ

．

．

．

．

 

中
学
を
巣
立
っ
て
故
郷
を
離

懐
か
し
く
回
想
さ
れ 、

時
の
た

れ
て
か
ら 、

ほ
ぽ
四
十
年
が
過

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
す 。

ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が 、

寒
河
江
市
で
は 、

朝
日
町
の

年
ご
と
に 、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛

出
身
者
が
集
ま
っ
て
「

大
朝

日

着
が
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す 。

会」
な
る
も
の
を
つ
く
り 、

懇

お
祭
り
の
神
楽 、
つ
ぶ
拾
い 、

親
会
や
小
旅
行
を
し
て
楽
し
ん

か
じ
か
突
き 、

手
作
り
の

街下

で
お
り
ま
す 。

先
年
も 、

ふ
る

り 、

な
ん
ご
せ
め 、

よ
そ
の
家

さ
と
旅
行
を
計
画
し 、

大
谷
の

の
池
か
ら
こ
っ
そ
り
コ
イ
を
釣

ワ
イ
ン
工
場
や
和
合
の
リ
ン
ゴ

り
上
げ
た
時
の
ス
リ
ル 、

落
穂

園 、

大
沼
の
湖
畔
の
家
な
ど
を

拾
い
に
行
っ
て
ト
ッ
プ
柿
を

回
り 、

ふ
る
さ
と
の
今
昔
を
語

盗
っ
て
追
い
か
け
ら
れ
た
恐
怖 。

り
合
い 、
歌
い 、
笑
い
な
が
ら 、

戦
中 、

戦
後
の
暗
い
世
相
の
中

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た 。

に
あ
っ
て
も 、

タ
ゃ
み
が
濃
く

町
の
情
報
紙「
広
報
あ
さ
ひ
L

な
る
ま
で
遊
び
回
っ
た
童
話
の

は 、

毎
月 、

職
場
に
回
覧
さ
れ

よ
う
な
時
代
で
し
た 。

て
き
ま
す
の
で 、

時
々
自
宅
に

私
た
ち
一
家
は 、

妻
の
両
親

持
ち
返
り 、

家
族
で
読
ん
で
い

の
家
に
同
居
し
て
い
ま
す
が 、

ま
す 。
二
月
号
で
の 、

小
林
広

父
は
本
町 、

母
は
送
橋
の
生
ま

報
委
員
の
提
言
「

育
て
よ
う
思

れ
な
の
で 、

み
ん
な
で
一
杯
や

い
や
り
の
心」
に
大
変
感
銘
し

る
と
き
ま
っ
て
郷
里
の
想
い
出

ま
し
た 。

冷
た
い
打
算
と
露
骨

に
花
が
咲
き
ま
す 。

楽
し
か
つ

な
自
己
中
心
主
義
が
横
行
す
る

た
こ
と 、

う
れ
し
か
っ
た
こ
と

時
代
で
あ
れ
ば 、

な
お
さ
ら
の

は
も
ち
ろ
ん 、

苦
し
か
っ
た
こ

こ
と 、

人
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と

と
や
つ
ら
か
っ
た
こ
と
さ
え
も

暖
か
さ
を
大
切
に
し
た
い
と
思

一

議
員
定
数
削
減
は
プ
ラ
ス
の
選
択
一

一

t

後 、

日
本
も
議
会
制
民

は
あ
り
得
な
い 。

②
民
主
々
義
一－
一

一一
山
一

主
々
義
導
入
か
ら
四
十
余

の
根
幹
に
か
か
る
暴
論
で
あ
る 。一

一一
年 。

理
想
に
近
い
と
さ
れ
る 、

少
な
く
と
も
有
権
者
は 、

常
日

一一

土
か
の
英
国
で
さ
え
百
年
の
歳
月

頃
の
町
政
を
肌
で
感
じ
て
い
た
E

7τ
要
し
た
と
言
う 。

我
が
国
も 、

結
論
が 、

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
一

一
い
ろ
ん
な
意
味
で
試
行
錯
誤
を

あ
る 。

子
供
で
は
な
い 。

③
何

一

z

繰
り
返
し 、

真
の
あ
り
方
を
求

を
か
言
わ
ん
や
で
あ
る 。

先
の
E

一
め
て
模
索
し
て
い
る
中
途
な
の

国
政
選
挙
で
は 、

有
権
者
た
ち
一一

一
で
あ
ろ
う 。

振
り
返
っ
て 、

当

が
こ
ぞ
っ
て
非
難
し
て
い
た
の

一一

＝
町
で
も
先
の
議
員
定
数
削
減
の

が 、
こ
の
地
域
の
利
益
誘
導
型
一一

一
問
題
は 、

様
々
な
物
議
を
か
も

選
挙
の
弊
害
で
は
な
か
っ
た
の
一一

一
し
だ
し
て
い
る 。

私
な
り
の
考

か 。

以
上
で
あ
る 。

一

一
え
を
述
べ
て
み
た
い 。

で
は 、

百
歩
譲
っ
て
氏
の
言
一

一

定
数
削
減
に
は
大
賛
成
で
あ

う
通
り

再
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

一

土
る 。

定
数
削
減
に
つ
い
て 、

あ

と
っ
て
み
た
ら
ど
う
か 。（
区
長
一

一一
る
反
対
意
見
は
「

議
員
定
数
削

さ
ん
た
ち
に
は
再
度
難
儀
を
お
一

一一
滅
は 、

町
民
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

か
け
し
ま
す
が 、

決
し
て
徒
労

一

一一
ス
の
選
択」
と
断
じ
た 。
（
町
報

に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も）

一

一一
六
十一
年
八
月
号）

そ
の
内
容

ち
ま
た
で
は 、

町
議
選
の
立
中

一一
を
分
析
さ
せ
て
い
た
だ
く
と 、

候
補
予
定
者
は 、

十
九
名
か
ら

一

一一
①
行
革
の
一
環
と
し
て
削
減
す

二
十一
名
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
一

一一
る
な
ら 、

議
員
よ
り
役
場
職
員

る 。
正
に
削
減
へ
の
必
然
性
を 、一一

一
を
せ
よ 。

②
削
減
の
議
論
以
前

何
よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

一

一
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は 、

意
味
が
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

一

一
ぃ 。

③
地
域
の
利
益
誘
導
型
エ

「
議
員
の
定
数
削
減
は 、

町
民
z

一
ゴ
の
保
持 。

以
上
で
あ
る 。

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
選
択
L

と
一

一

個
々
に
反
論
す
る 。

①
今
や

思
う
の
だ
が 、

皆
さ
ん
は
い
か
一一

一
「

国
会
を
行
革
せ
よ」
と
の
指

に
お
考
え
だ
ろ
う
か 。

一一

一一
摘
す
ら
あ
る 。

行
革
に
は
聖
域

一

町
民
（
ぬ
歳）
一



こ用心火の元にくれぐれも

（ 

い
ま
す。

相
手
の
立
場
を
思
い
や
る
気

持
ち
が、

充
満
し
て
い
る
町。

「
お
は
よ
う
っ
す」「
ご
く
ろ
う

さ
ん
つ
す」
の
あ
い
さ
つ
が、

に
ぎ
や
か
に
交
わ
主
れ
る
町。

間
違
っ
た
こ
と
を
し
よ
う
と
し

て
い
る、

よ
そ
の
子
供
を
「
だ

火
災
ガ
多
発

死
者
は
広
場
消
防
始
っ
て
以
来

最悪／

本
年
三
月
十
八
日
別
花、

広

域
管
内
で、

す
で
に
八
件
の
火

災
が
発
生
し、

死
者
三
名、

負

傷
者一
名、

焼
損
棟
数
十一
日棟

と
な
っ
て
い
ま
す。
そ
し
て
八

件
の
す
べ
て
が
住
宅
火
災
で、

特
に、
死
者
三
名（
う
hJ斗ハ
ト
五

歳
以
上
の
老
人
二
名）

の
記
録

は、

広
域
消
防
発
足
以
来
十
六

年
間
で
最
悪
の
状
況
で
す。

高
年
齢
に
な
る
と
体
力
も
衰

え、

判
断
力
が
弱
く
な
り、

火

事
の
発
見
が
遅
く
な
る
な
ど

高
齢
者
特
有
の
条
件
が
災
い
し

て
い
る
よ
う
で
す。

悲
惨
な
事

故
を
防
ぐ
に
は、

お
年
寄
り
の

－
火
気
使
用
擦
具
の
周
囲
か
ら

燃
え
や
す
い
も
の
を
遠
ざ
け
る。

洗
濯
物
を、

火
で
乾
か
す
よ
う

な
こ
と
は
止
め
さ
せ
る。

－
タ
バ
コ
を
吸
う
お
年
寄
り
に

は、

大
き
く
て
深
い
灰
皿
に、

い
つ
も
水
を
は
っ
た
も
の
を
用

立
さ
せ
る。
ま
た、
マ
ッ
チ
よ

り
も
ラ
イ
タ
ー
を
使
わ
せ
る。

め
だ
よ
っ
」
と、

み
ん
な
が
し

か
れ
る
町。
ち
ょ
っ
と
考
え
る

と
簡
単
そ
う
で、

良
く
考
え
る

と
夢
の
よ
う
に
難
し
い
理
想
郷

の
よ
う
で
す
が、

私
の
ふ
る
さ

と
明
日
町
は、
こ
の
よ
う
な
町

で
あ
っ
て
欲
し
い
と、
い
つ
も

念
願
し
て
お
り
ま
す。

自
覚
を
促
す
こ
と
も
大
切
で
す

が、

も
っ
と
大
切
な
こ
と
は、

回
り
の
人
が
十
分
に
注
意
を
払

い、

適
切
な
火
災
予
防
の
手
を

打
つ
こ
と
で
す。

特
に、

家
族
と
同
居
し
て
い

る
お
年
寄
り
よ
り
も、
お
年
寄

り
だ
け
の
世
帯
の
火
災
事
故
が

多
く、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
な
ど
に
は、

近
所
の
暖
か
い

お
世
話
が
必
要
で
す。

〔
西
村
山
広
域
消
防
本
部
よ
り〕

－
担
タ
バ
コ
は
や
め
さ
せ
る
0

．
な
る
べ
く、

ひ
と
り
で
留
守

番
を
さ
せ
な
い。

－
自
分
で
炊
事
を
す
る
お
年
寄

り
に
は、

か
っ
ぽ
う
着
を
つ
け

る
よ
う
注
意
す
る。

－一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
世

併
に
は、

自
動
火
災
報
知
器
を

設
山
す
る
よ
う
に
勧
め
る。

一

jd
日
の
読
売
新
聞
に、

次
の

他
人
事
と
は
思
え
ず
胸
が
傷
み
一－－

z

、
刃
よ
う
な
記
巨
が
掲
峨
さ
れ

ま
す。

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の
＝

一
て
い
ま
し
た。

死
因
は、

タ
バ
コ
と
は
直
接
関
一

一

「
二
O
O
O
年
（
十
三
年
後）

係
が
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が、一一

一一
に
は、

肺
ガ
ン
が
ガ
ン
の
卜
ッ

ガ
ン
の
恐
ろ
し
き
に
は
無
関
心
一一

一一
プ
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る。

で
い
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す。
一

一一

特
に、

婦
人
の
喫
煙
者
の
増

今、

ア
メ
リ
カ
で
は
ガ
ン
を
＝

一一
加
と
比
例
し
て、

肺
ガ
ン
の
発

撲
滅
し
健
康
を
守
ろ
う
と、
一
一一

一一
生
は
二
十
年
前
の
二
倍
に
増
加

大
祭
煙
運
動
を
展
開
し
て
い
る
一

＝
し
て
い
る。

喫
煙
者
の
夫
を

と、

テ
レ
ビ
で
放
送
き
れ
て
い
＝

一
持
っ
た
妻
は、

タ
バ
コ
を
吸
わ

ま
し
た。

一

一
な
い
夫
を
持
っ
た
萎
の、
二
倍

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し」
と
一

一
に
当
た
る
肺
ガ
ン
患
者
が
発
生

い
わ
れ
る
タ
バ
コ
を、
せ
め
て
一

一
し
て
い
る。

我
が
町
か
ら
だ
け
で
も
追
放
し、一

一

タ
バ
コ
は
肺
ガ
ン
だ
け
で
な

健
康
で
明
る
い
家
庭
と
社
会
を
一

一
く、

胃
ガ
ン
や
肝
臓
ガ
ン
な
ど

建
設
さ
れ
る
よ
う、

私
た
ち
も
一一

一
を
誘
発
す
る
恐
れ
も
あ
る」
と

一
大
禁
煙
運
動
を
起
こ
そ
う
で
一一

＝
の
こ
と
で
あ
る。

は
あ
り
ま
せ
ん
か。

一一

一

昨
年
の
末
に
な
っ
て、

町
内

R
生
一

一一
で
四
十
代、

五
十
代
の
壮
年
の

hp
）

一

E

か
た
が、

三
名
な
い
し
四
名
が

1
、
j
晶
司
E

／
／

＝

圃－－
KT
e
7、

一
死
亡
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

b
A

ぞ
れ
月
Y

一

一c
r－
N
引
F
1

・
4
司

J

‘
鴨
圃
園
町h
h

＝

一
す。

働
き
盛
り
の
三
代
で
死
亡

志

知

事

一

一
さ
れ
た
か
た
の
無
念
さ
は、

い

が

話
N

押

娘

一

「

ll

l

か
ば
か
り
か。

ド
ー
ι
b
a
Y
診
h
μ
1

z

l

；
1－

J

z

一

の

P
レ
f

残
さ
れ
た
家

九
げ

延
介
ぺ

一

一
乱
含－

4
一

族
の
御
苦
労

f
e
dJ
一

J

z

一，

Z＝．
f一
を
思
う
時、

（

EC5
一

） 

禁
煙
し
て
健
康
を
守
ろ
う
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大
谷
二

佐
藤

博
司

本

町

鈴
木

正
明

西
川

町

佐
藤

春
樹

松

程

阿
部

秀
之

太
郎一

小
川

典
之

下
芦

沢

渡
逃

正
文

沼

向

菅
井

誠
吾

樋本鈴中安白垂天渡送遠栗志上
口町木山達脱石室迎橋藤木田山

町喜町 市ま 沢み市
幸 志 京 き 明 ど
美 子 子 子 美 り

＊
す
こ
や
か
に

浩
子

区

名

太
郎
三

八
ッ

沼

四
ノ

沢

大
谷
二

大
谷
七

新

宿

杉

山

松前杉区
田

原沢山名

マ
人
口

マ
世
帯
数

鈴今村白清阿長出
木井山田野部間生

者
一宇智i h 直z rぃ氏
烈ii悠2聡 i樹き柘？亮j実み名

－：：－：

Z寺規順勝則�正父生

巴人 一 敏昭雄秀名車

＊
や
す
ら
か
に

（

死
亡

届
）

世
帯
主

久

治

武

弥

春

夫

死
亡
者
氏
名

鈴
木

は
ふ

努
藤

シ
ナ

安
藤
哲
四
郎

＊
人
口
と
世
帯
数

（
3
月
引
日
現
在）

一
O 、

九
九
七
人

男

五 、

四
八
O

人

女

五 、

五
一
七
人

二 、

六一
二
世
帯

－
大

町
の
多
国
税
さ
ん
か
ら 、

現
金

二
十
万
円

0

・
西

町
の
若
月
清
蔵
さ
ん
か
ら 、

現

金
二
万
円 。

－
朝
日

中
学
校
の

父
母
と
教
師
の
会

川

か
ら
同
校
へ 、

九
万
九
千
円
相
当
の

川

ラ
ン
グ
ラ
ウ
ア
ス
キ
ー

靴
十
八
足 。

川

－
朝
日

中
学
校
の
六
十
一
年
度
卒
業

川

生
か
ら
同
校
へ 、

十
八
万
円
相
当
の

州

カ
ラ
i

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
ム口 。

川

．
大
谷
小
学
校
大
暮

山
分
校
の
六
十

川

一
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ 、
一
万

川

五
百
円
相
当
の
洋
傘
十
五

本。

川

－
北

部
婦

人
会
か
ら
北

部
公
民
館
へ 、
川

一
万
五
千
円
相
当
の
湯
の

み
茶
わ
ん

川

と
お
盆
そ
れ
に
き
ゅ
う
す 。

州
自白討88
一

段
繁
期
の
時
期
を
迎
え 、

ト
ラ
ク

州

タ
ー

な
ど
民
業
機
械
の
使
用
が
多
く

酬

な
る
と
と
も
に 、

事
故
も
多
発
し
て

酬

い
ま
す 。

忌
近 、

町
内
で
も
作
業

中

川

の
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る 、
い
た

ま
し

川

い
幼
児
の
犠
牲
者
が

出
て
い

ま
す 。

川

操
作
す
る
側
の
未
熟
な
技
術
や 、

州

忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
の
ち
ょ
っ
と
し

州

た
油
断
が
原
因
で 、

大
き
な
事
故
に

州

つ
な
が
っ
て
い

ま
す 。

川

作
業

前
は
始
業
点
検
を
行
い 、

一

川

人
作
業
時
の
危
除
防
止 、

子
供
の
事

川

故
防
止
な
ど
一
人
一
人
が
声
を
か
け

川

あ
い
事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う 。
川

ま
た 、

山凶
作
物
の
病
室口
虫
防
除
の

州

た
め 、

良
薬
を
使
用
す
る
時
は 、

良

川

薬
の
性
質
を
よ
く

理
解
し 、

安
全
に

川

行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う寸

州

教

育

施

設

へ

善

意

‘．F
V
「

一
歩
会
L

発
行
の
行

民間

事
カ
レ
ン
ダ
ー

が 、

我
が

胴

国EE

家
に
も
届
い
た 。

今
年
度

印

咽a

は
趣
向
を
こ
ら
し
た
カ
ラ

駄

園田園

フ
ル
な
写
真
入
り、

町
内

豊

盟

国

の
年
間
行
事
が
一
目
で
わ

姉

a
a
R

か
る 。

毎
年
愛
用
し
て
い

ω

る
が 、

と
く
に
四
月
・

五
月
の
欄
に

断

は
各
地

区
の
祭
り
が
集

中
し
て
い
る 。

印

V
同
じ
職
業 、

同
じ
よ
う
な

生
活
の

計

基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
地
域

日「吋υ

社
会
が 、

今、

大
き
く
変
容
し
て
い

則

る 。

ど
こ
の
地

区
で
も
械
業
の
多
様

4

化
に
よ
り、

住
む
と
こ
ろ
は
同
じ
で

坪pnv
 

も
働
く

場
が
異
な
る
寸

混
住
社
会」

和刀口

が
進
行
し 、
「

村
落
共
同
体
L

と
し
て

Hム
古

の
基
盤
が
崩
れ
か
け
て
い
る
現
象
を 、

員

残
念
な
が
ら
認
め
ざ
る
を
得
な
い 。

陵

V
こ
う
し
た

中
で 、

そ
こ
に

生
き
る

同

住
民
が
年
齢
や
職
業
を
越
え
て
「

心

町

の
交
流し

を
図
る
こ
と
が
必
要
だ 。

朝

交
流
に
よ
っ
て
話
し
合
い
が

生
ま
れ 、

駒

点
か
ら
線 、

線
か
ら
面
へ
と
輸
が
広

編

が
る 。

祭
り
へ
の
参
画
は 、
一
つ
の

間

話
題
を
共
有
し 、

心
の
交
流
を
図
る

朝

に
は
極
め
て
大
事
な
こ
と 。

開

v

快
適
な
陽
気
に
桜
の
つ
ぼ

み
も
大

山r／
 

き
く
ふ
く
ら

み、

開
花
予
想
も
ぐ
ん

行

と
早

ま
り
そ
う
な
気
配 。

桜
の
下
で

発

潜
に
酔
い 、

お
は
や
し
に
う
か
れ 、

UU

祭
り
の
興
奮
を
新
た
に
し
な
が
ら 、

お

散
ら
ば
り
か
け
た
住
民
の
心
を一
つ

ひ

に
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス 。

さ
あ
1

一山

元
気
を

出
し
て 、

み
ん
な
で
手
づ
く

報

り
の
祭
り
に
参
加
し
よ
う 。
（
ほ
り）

広




